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大字・字の町名変更

しもつま中央工業団地造成事業地
古沢字沢畑、春内、高柴原、袋畑字美畑における町名変更案

令和６年３月
下妻市
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しもつま中央工業団地造成事業地（大字古沢字沢畑、春内、高柴原、大字袋

畑字美畑の各一部）を新たな１つの町名（大字）として、「中央工業団地」に

変更しようとするものです。なお、町名とは「大字」や「小字」等の所在を示

す表記のことを示します。

１．概要

本市では、市内古沢・袋畑地内において、地域の活性化や産業振興を目指した新た

な産業拠点の形成を図るため、しもつま中央工業団地造成事業を推進しています。

事業手法等については、一般財団法人下妻市開発公社施行による都市計画法に基づ

く土地造成事業（開発行為）であり、既存の土地の形状（筆界）に関係なく新たな区

画の造成を行っています。

今後、造成が完了した際（令和６年12月末予定）には、不動産登記法上の規定に基

づき、造成前の複数の土地を造成後の区画形状に合わせた土地にするよう、既存の土

地について、分合筆の登記申請を行います。その際、町名について変更（統一）する

必要があるため、上記のとおり、変更後の町名案を「中央工業団地」として、今後の

手続き等を進めていきたいと考えています。

なお、これまでも「○○工業団地」と町名を変更した事例は全国でも多数存在し、

県内においても、茨城町では大字を「中央工業団地」に変更、常陸大宮市では大字を

「工業団地」に変更、つくばみらい市では大字を「福岡工業団地」に変更していま

す。

今回、しもつま中央工業団地造成事業に伴い新しく整備される土地の区画などに合

わせた町名の変更について、広く皆様のご意見を募集するため、パブリック・コメン

ト（意見公募）を実施します。
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２．町名案を「中央工業団地」とする理由

（１）工業団地造成事業の経緯

少子高齢化が進む現在において、人口減少の問題は本市でも避けては通れない課題

となっています。そうした状況の中、本市では平成30年３月に「第６次下妻市総合計

画」を策定し、「下妻市に住みたい」「これからも住み続けたい」と思われるようなま

ちづくりを目指しています。その中でも「安定した雇用の創出」は重要政策の１つと

して掲げており、市内９つの既存工業団地が完売となった今、新しい工業団地の整備

として「しもつま中央工業団地造成事業」に取り組んでいるところです。

しもつま中央工業団地の位置の選定にあたっては、首都圏中央連絡自動車道茨城県

内区間開通、国道294号４車線化など、交通利便性の向上等による新たな企業立地ニー

ズに対応するため、国道294号と国道125号が交差する南⻄側の一団の土地に造成する

ことで決定した経緯があります。

（２）町名の新旧対象

しもつま中央工業団地造成区域内には、「古沢字沢畑」、「同字春内」、「同字高柴

原」、「袋畑字美畑」の２種の大字名と４種の小字名が存在しますが、それを全て統

一すべく「中央工業団地（小字なし）」とします。

（３）対象面積及び筆数

町名変更の対象となる面積は、312,280.70㎡であり、筆数は289筆です。

（４）造成後の分譲対象区画数

しもつま中央工業団地の分譲対象区画数については３区画です。

３区画に３社の企業（製造業）の誘致に取り組みます。
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（５）町名を変更する理由

造成完了後は、不動産登記法に基づき、その区画形状に合致するよう法務局に備え

付けられる地図（公図、測量図）を作成する必要があります。そのためには、既存の

土地（今回町名を変更しようとする289筆）を一度全て合筆（複数の土地を１画地に合

体させる）し、その後、区画形状に合致するよう分筆することで、地図の整理を行い

ます。

【参考】しもつま鯨工業団地（市内鯨地内）の際の地図作成

左図の従前から右図の竣工後の地図に修正するにあたり、その間の手続きとして、

一度全ての土地を合筆し、１画地の土地としています。しもつま鯨工業団地の際に

は、（大字）鯨（小字）押沼、中押、遠見塚、熊野、十王堂、下押と小字が６種在った

ものを全て（大字）鯨（小字無し）と統一しました。

今回の町名変更は、その合筆にあたり条件となる「同一大字・小字」と統一するた

めに行うものとなります。（複数の土地を１画地に合筆するには、従前の土地が全て同

一大字・小字名、同一地目、同一所有者でなければならない。）

また、工業団地造成区域内の土地の大字名は「古沢」と「袋畑」に跨るため、それ

を統一するにあたり、「わかりやすい」表記とするため、大字名を「中央工業団地」と

するものとなります。

従前 竣工後

またが
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なお、今回の町名変更にあたり、「古沢」の区域が東⻄に分断されることとなります

が、元々国道294号により物理的に区分されており、「⻄古沢」と「東古沢」と自治区

も分かれて形成されていることから、市⺠⽣活上において不都合や違和感を感じさせ

るものとはならないと推測されます。

【変更前】 【変更後】

３．説明図

（１）位置図

（大字）古沢

（大字）古沢

（大字）袋畑
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（２）詳細図

【変更前】

【変更後】
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（３）土地利用計画図

上図が「しもつま中央工業団地」の土地利用計画図となります。

区域内工場用地となる範囲の都市計画用途地域は「工業専用地域」であり、住宅・ア

パート等の建設は認められません。

区域内には、将来的には土地を購入した企業が、主に製造工場を建設し、操業する予

定となります。

そのため、新たな町名を使用するのは、工業団地内に立地する企業のみとなります。
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４．今後の予定

令和６年３月４⽇(月)〜

４月５⽇(金)

令和６年市議会

第２回定例会（６月）

令和６年７月下旬

パブリックコメント受付期間

計画に対する皆様からのご意見を伺います。

市議会

地方自治法の定めに基づき市議会に「町名の変更」を議

案として提出します。

町名変更に関する告示

地方自治法上告示⽇に町名変更に関する効力が発⽣します。

また、郵便局により新たな郵便番号が発行されます。


